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工 種 パイプライン   

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

第 ４ 章 管体工 

 

 

 

 

 

4.1 地形地質と土質定数 

4.1.1地形地質 

 

 

 

 

 

 

 

＜一般事項＞ 

実施設計に至る段階で計画流量、管種（鋼管、DCIP、FRPM

管等）と管径の組み合わせが概定されている。ここでは、

これらの組み合わせが妥当であるかどうかを検討し、使用

管の規格（管種、管径、強度等級や標準長さ、異形管等）

や組み合わせを決定する。 

 

a)地質調査結果の抜粋を添付し、特に注意すべき事項を記述す

る。 

b)パイプライン延長が長大で設計区間毎に地形地質・土質が変

化する場合は、それぞれについて記述する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第 ４ 章 管体工 

基本設計で計画された管種(○○○管)・管径(φ○○○○mm)が妥当であるかを検討する。当該設計において第５

章（管路の水理計算）及び第６章（管体の構造計算）の検討結果、管種が変更になった No.○○+○○.○○○～

No.○○+○○.○○○区間 L=○○m については再度、管体工の検討を行い、最終決定した検討結果を取りまとめ

た。 

 

4.1地形地質と土質定数 

4.1.1地形地質 

     当該路線は水田地帯を走るため、施工上、特に制約を受けることはなく、また、地盤条件も普通地盤である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図-○.○ 地質断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図-○.○ 調査点位置図 
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4.1.2 土質区分と土質定数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 管種管径 

 

4.2.1管種の決定 

 

 

(1)適応管種の選定 

・設計で使用する土質区分と土質定数を記述するものとし、根

拠を（ ）書きで記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章（管路の水理計算）及び、第６章（管体の構造計算）の

結果を受けて管種管径を決定する。 

直管の管種を選定するものであり、横断工や附帯工部分を除

き、同一路線においては同一管種を用いるのが原則である。 

・設計水圧範囲、荷重条件、施工条件等により適応する管種を

記述する。 

4.1.2土質区分と土質定数 

  1)土質区分 

（例）        砂質土                          （地質成果品P.○○） 

     2)土質定数 

（例）    土の単位体積重量 γ=○○ kN/m3  

                     (水中 γ’=○○ kN/m3)           （○○基準「○○」P.○○） 

       土の内部摩擦角  φ=○○゜              （○○基準「○○」P.○○） 

       土の粘着力    C=○                   （○○○○指針P.○○） 

       長期許容応力度  qa=○○ kN/m2          （○○基準「○○」P.○○） 

 

4.2管種管径 

  

4.2.1管種の決定 

 

 

(1)適応管種の選定 

     (1.1)条件 

（例）     管種比較における条件は以下のとおりである。  

         1)管  径    φ○○○○㎜ 

         2)設計水圧    ○.○○～○.○○ MPa 

         3)埋設条件    県道下  h=○.○○m 

                  村道下  h=○.○○m 

         4)荷重条件    県道下  T-○○ 

                  村道下  T-○○ 

          (1.2)適応管種の抽出 

（例）     上記条件で抽出される管種としては、 

         1)ダクタイル鋳鉄管(DCIP) 

     2)水輸送用塗覆装鋼管(STW) である。 
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(2)管種の比較検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)管種の決定 

 

 

 

4.2.2管径の決定 

(1)引継水位 

 

 

 

(2)分水工必要水位 

 

 

 

 

(3)管径の組み合わせ 

 

 

・施工性、経済性等の比較検討結果を記述する。 

・経済比較に使用した概算工事費は、明細書及び単価表を添付

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記の結果を受けて、管種決定の根拠を記述する。 

 

 

 

 

・上流、下流の引継水位条件を記述する。 

 

 

 

・１章、２章又は附帯工の設計により決まる分水工必要水位を

記述する。 

 

 

 

・管種、管径の組み合わせ制限事項等を記述する。 

 

 

(2)管種の比較検討     

（例）    各管種のm当たり工事費を県道、村道区間別にして下表に示す。この表より、どの区間も○○○管が安価とな

る。 

表-○.○ 管種別ｍ当たり工事費 

項目 計算式 県道区間 村道区間 

区間延長(m) 1) 695.2 1149.3 

区間IP点数 2) 29 63 

ｍ当たり異形管本数(本/m) 3)=2)/1) 0.042 0.055 

管種  DCIP STW400 DCIP STW400 

管径D(mm)  800 800 800 800 

管級、管厚  5種 T=7㎜ 5種 T=7mm 

直管(円/m) 4) 27,990 36,860 27,990 36,860 

異形管(円/本) 5) 254,385 163,562 254,385 163,562 

異形管(円/m) 6)=3)×5) 10,684 6,870 13,991 8,996 

ｍ当たり工事費(円/m) 7)=4)+6) 38,674 43,730 41,981 45,856 

判定  《採用》  《採用》  
 

(3)管種の決定 

（例）      ○○○管については、施工実績も多く、管材の市場性も広い。また、現場施工も溶接が必要となる○○管と

比べ有利である。以上のことから、本管路の管種は経済性、施工性に優れる○○○管を採用する。 

     

   4.2.2 管径の決定    

(1)引継ぎ水位 

（例）   設計始点 No.○○+○○.○○  ○○○.○○○m 

    設計終点  No.○○+○○.○○  ○○○.○○○m 

    

(2)分水工必要水位  

（例）   1)○○分水工 No.52+10.00  32.710m 

  2)△△分水工 IP.21        32.232m 

  ：  ：    ：      ： 

 

 (3)管径の組み合わせ 

（例） 

表-○.○ 管径の組み合せ一覧表 

組み合わせ No.0   ～  No.52+10  ～  IP.21 

ケース 1     φ800             φ800 

ケース 2         φ800             φ700 
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(4)検討結果 

 

 

 

 

 

 

 

(5)管径の決定 

 

 

4.3 管の基礎工 

4.3.1基礎の種類 

 

 

 

 

 

4.3.2基礎の厚さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.3施工支持角 

・水理計算結果を一覧表等で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

・上記の検討を踏まえた決定根拠を示す。 

 

 

 

土質、敷設位置、縦断勾配、材料の入手条件等について記述す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎形式毎の施工支持角や埋め戻し材料などについて記述す

る。 

 

(4)検討結果 

（例）       別途水理計算（添付資料 P○○）から、各分水工地点の水位は下表のようになる。 

 

表-○.○ 検討結果一覧表 

地点 □□分水 ○○分水 △△分水 

測点 No.0 No52+10 IP.21 

必要水位(m) 33.550 32.710 32.232 

ケースⅠ水位(m) ― 32.734(OK) 32.248(OK) 

ケースⅡ水位(m) ― 32.691(OUT) 31.953(OUT) 
 

 (5)管径の決定 

（例）    No.0から IP.21までをφ800とする。 

 

4.3管の基礎工 

4.3.1基礎の種類 

（例）  本管路埋設区間の土質は概ね砂質土で、普通地盤である。しかし、一部岩や粘性土が出現する可能性があることか

ら、管体保護と不同沈下を防止する目的から良質土（県道区間はクラッシャラン、村道区間は発生砂質土）で十分締

固めた基床を設けるものとする。 

   なお、No.○○～No.○○区間は縦断勾配が○○度となり、斜面工（コンクリート基礎）として設計する。 

 

4.3.2基礎の厚さ 

（例）  基床厚については設計基準『パイプライン』P○○に準じるものとする。 

本管路の管径がφ○○○mm であることから、下表より基床厚は T=○○㎝とする. 

 

                     

 

 

 

 

 

図○.○ 普通地盤の場合 

 

4.3.3施工支持角 

（例）  管体の基礎及び埋戻し材料は、原則として砂・砂礫又は良質な地盤材料を用いるものとしている。（設計基準『パ

イプライン』P○○） 

本設計の場合、県道下埋設区間については、県との協議により基礎部（基床から管頂までの部分）及び埋戻し部

（管頂から路盤下までの部分）共クラッシャラン（C-40）にて埋戻す。 

村道下埋設区間については、土質調査の結果より基礎部、埋戻し部共現地発生土（砂質土）で埋戻すものとする。 

 

表-○.○ 普通地盤の基床厚 

口径(㎜) 基床厚(㎜) 

200以下 100以上 

250～450 150以上 

500～900 200以上 

1、000～2、000未満 300以上 

2、000以上 2.0Dc以上 

Dc:管の外径(㎜) 
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4.3.4掘削溝幅 

(1)オープン掘削の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削勾配、基床幅等を決定し、標準断面図を作成する。 

一般的には、オープン掘削が他の工法に比べ経済的と思われ

るが、地形条件、施工条件（仮設計画、片押し工法の可否

等）、工期等を検討し、標準断面を決定する。 

 

以上のことから、本管路の基礎及び埋戻し材料は下表に示す通りとする。 

表○○基礎及び埋戻し材料 

区間 基礎材料 埋戻し材料 備考 

県道下埋設 クラッシャラン（C-40） クラッシャラン（C-40）  

村道下埋設 現地発生土（砂質土） 現地発生土（砂質土）  

なお、基礎材料として使用するクラッシャラン（C-40）については、○○管の基礎材料として使用できる材料

となっている。（設計基準『パイプライン』P○○） 

また、基礎部を管頂までと定義しているのは、スパングラーの水平土圧の理論(管側材料は同一材料)及び設計

の簡素化のため、とう性管の施工支持角は下図に示すように2θ'=360゜となる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 基礎及び埋戻し材料の区分図 （設計基準『○○○』P○○） 

 

4.3.4掘削溝幅 

(1)オープン掘削の場合 

（例）    ○○道下埋設区間については、オープン施工とした場合、土質条件により掘削勾配を 1:0.6 とし、最低掘削深

2.031m のときに掘削上幅が 3.60m となる。○○道幅員は 4.00m であることから、道路センターに埋設できたと

しても余裕幅がほとんどなく、実質的にオープン施工による掘削は困難である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ オープン掘削断面図 
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(2)矢板掘削の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 特殊区間 

 (2)矢板掘削の場合 

（例）   ○○道下埋設区間については、県との協議により矢板施工に指定されている。なお、矢板施工には鋼矢板工法と

たて込み簡易土留工法とがあるが、本管路の場合、掘削深が最大でも3.50m以下となること、掘削底面付近には一

部花崗岩出現の可能性があること等から、矢板施工としては経済性、施工性共たて込み簡易土留工法が優れてい

る。 

以上のことから、本管路の掘削方法は、全区間たて込み簡易土留による矢板施工とする。 

埋設深,管体の基礎工法,基礎及び埋戻し材料,掘削方法等の検討により本管路の埋設標準断面は下図に示すとおり

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 矢板掘削断面図 

 

(3) 特殊区間 

（例）    No.○○+○○～No.○○+○○は本管と分水管が平行するため複合配管となる 

複合配管の管中心間の距離は、設計基準『パイプライン』P○○により下図のとおりとなる。 

掘削勾配は土質条件により1:0.5となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 特殊区間掘削断面図 

(ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-40) 

(ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-40) 
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4.4 配管設計 

4.4.1使用管長の検討 

 

 

 

 

4.4.2異形管の設計 

 

 

 

 

 

使用管長による経済性・施工性を比較検討し採用結果の根拠を

記述する。 

 

 

 

a)曲管 

合成角の計算を行い、許容曲げ角度と既製管の組み合わせか

任意角度・長さ（鋼管、FRPM管）の管を用いるかを検討し、

採用した結果の根拠を記述する。 

b)調整管 

調整管の要否、調整方法（伸縮継手、鋼管溶接等）を検討

し、採用した結果とその根拠を記述する。 

c)継手 

可とう継手や伸縮継手の要否の検討をし、採用した結果とそ

の理由を記述する。 

4.4配管設計 

4.4.1使用管長の検討 

（例）   管種・管径は、4.2 管種管径の項で決定したとおり○○○管φ○○○mm である。従って、管長は 4m,5m,6m と

なるが、全線矢板施工区間であることから 6mは使用できない。（○○○○P○○） 

従って、使用管長は 4mと 5mのうち経済的となる 5mとする。 

 

4.4.2異形管の設計 

（例）(2.1)異形管は、K型曲管を使用し、その前後に下図のようにK-T管およびT-K管を使用する。 

 

 

 

 

 

 

（例）(2.2)異形管の組合せは、下表のとおりとする。 

【○○○管φ○○○mm】 

T形管の最大曲げ角度θ=10゜00' 

〃   設計   〃  θ= 5゜00' 

K形管の最大曲げ角度θ=10゜00' 

〃   設計   〃  θ= 5゜00' 

 

表-○.○ 曲管組合せ選定表(K 形曲管-φ○○○) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲り角度 曲管組合せ 備考 

0゜00'00"～ 6゜15'00"   －  

6゜15'00"～16゜52'30"   11゜1/4  

16゜52'30"～27゜30'00"   22゜1/2  

27゜30'00"～40゜00'00"   11゜1/4+22゜1/2  

40゜00'00"～50゜00'00"   45゜  

50゜00'00"～60゜52'30"   11゜1/4+45゜  

61゜52'30"～73゜07'30"   22゜1/2+45゜  

73゜07'30"～85゜00'00"   11゜1/4+22゜1/2+45゜  

85゜00'00"～95゜00'00"   90゜  
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  （例）(2.3)合成角の計算 

使用公式 cosX＝cosA・cosB・cosC±sinA・sinB 

但し X：合成角ベンドの上下流管を含む面上の実角 

      A，B：管路を含む鉛直面への管路の投影が水平線となす 

         角。すなわち，縦断面図に示される角度 A，Bそ 

         れぞれ上流側，下流側とする。 

       C：水平面への管路の投影の折曲り角度，すなわち平         縦 断 面 図               平 面 図  

         面図に示される折曲り角度             負荷号（－）は A，Bいずれも水平線より上又は下に向う場合 

                                 生符号（＋）は A，Bいずれか一方が下に向い他が上に向っている場合 
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（例）(2.4)使用異形管（曲管）表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-○.○ 使用曲管表 

測点 合成角 管種 曲管 

IP.14 6゜20'28" DCIP K形曲管 5゜5/8 

No.50 5゜50'02" 〃 5゜5/8 

IP.15 3゜39'14" 〃 5゜5/8 

IP.16 10゜41'56" 〃 11゜1/4 

IP.17 8゜01'05" 〃 5゜5/8+5゜5/8 

IP.18 10゜55'33" 〃 11゜1/4 

IP.19 6゜56'44" 〃 5゜5/8 

IP.20 13゜48'22" 〃 5゜5/8+5゜5/8 

IP.21 34゜09'01" 〃 11゜1/4+22゜1/2 

IP.22 23゜22'24" 〃 22゜1/2 

No.64 4゜04'20" 〃 5゜5/8 

IP.23 27゜26'18" 〃 5゜5/8+22゜1/2 

No.66 3゜35'39" 〃 5゜5/8 

IP.24 32゜38'17" 〃 11゜1/4+22゜1/2 

No.71 6゜37'19" 〃 5゜5/8 

No.71+10.32 45゜00'00" 〃 45゜ 

No.71+17.63 45゜00'00" 〃 45゜ 

No.74+6.80 45゜00'00" 〃 45゜ 

No.74+10.12 45゜00'00" 〃 45゜ 

IP.25 24゜34'20" 〃 22゜1/2 

No.75+5.40 21゜32'57" 〃 22゜1/2 

No.75+19.16 45゜00'00" 〃 45゜ 

IP.26 90゜00'01" 〃 90゜ 

IP.27 34゜33'51" 〃 11゜1/4+22゜1/2 

No.78 4゜35'59" 〃 5゜5/8 

IP.28 5゜37'25" 〃 5゜5/8 

IP.29 11゜24'26" 〃 11゜1/4 

IP.30 45゜00'22" 〃 45゜ 

IP.31 44゜51'04" 〃 45゜ 

IP.32 25゜25'28" 〃 11゜1/4+11゜1/4 



Ⅱ－１６８ 

工 種 パイプライン   

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

4.4.3配管計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.4 平面・縦断線形の妥当 

性の評価 

 

 

上記の結果を受けて、配管計画を作成するに当たって条件等を

記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異形管の数等が最も経済的となる案であるかを検討し結果を記

述する。 

 

 

4.4.3配管計画 

（例）  ○○○管φ○○○mmの規格は、1種管からDD種管まで7規格が製作されている。 

よって、各埋設地点において管種規格を決定し、規格(管厚)が変化する場合においては下記の通り規格決定を行うも

のとする。 

      (3.1)管種規格の決定 

1)直線が続く場合 

直線中で管種が変更になる場合で、1管種が30mに満たない場合は、最低5本まで上位管種で配管する。 

                                           （調査設計指針 P○○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)曲管(異形管)が配置されている場合変更位置から曲管位置が近い場合で、上記のように 5 本分の上位管種で配管

せず、次の曲管まで上位管種で配管し、曲管を区切りとして、管種を変更する。（調査設計指針 P○○） 

 

 

 

 

 

 

 

(3.2)管の布設 

・管の布設は、低位部から高位部に向かって行うことを原則とする。 

・受口は高位部に向け、縦断の凸部には、継輪を使用する。 

(3.3)直管 

・配管勾配が15゜以下の場合……………………T形継手 

・  〃   15゜以上の場合……………………K形継手             （調査設計指針 P○○） 

(3.4)切管流用計画 

・最小切管長は、1.00mまたは管径（φ○○○）のうち大きい方の1.00mとする。(甲,乙切管共通) 

・切管に使用する直管が最も少なくなるように切断し、両側とも差し口になる切管についても継輪を用いることで

有効に利用する計画とする。 

      ・工区界ごとに継輪を計上する。 

4.4.4平面・縦断線形の妥当性の評価 

（例）     平面線形・縦断線形の比較路線についてそれぞれ検討を行い、異形管の数を表-○.○ 異形管数比較表に示す。 

検討結果より、最も異形管の数が少ない路線はケース○（当該路線）であった、従って、経済性から当該計画が妥

当であると判断する。 



Ⅱ－１６９ 

工 種 パイプライン   

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.5管割図 

 

 

 

 

 

 

 

上記検討結果を受けて管割図を作成する。 

 

            表-○.○異形管数比較表 

検討ケース 異形管の数 

ケース○ ○○ 

ケース○ ○○ 

ケース○ ○○ 

 

4.4.5管割図 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ－１７０ 

工 種 パイプライン   

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

第 ５ 章 水理計算 

 

 

 

 

 

 

 5.1 定常時の水理計算 

5.1.1計算手法、計算式及び条件 

(1)摩擦損失 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)その他の損失 

 

 

＜一般事項（５章、６章）＞ 

(1) 土地改良設計基準「パイプライン」に基づき計算するが、

計算式、係数の記載ページ等出典を明示する。 

また、可能な限り計算例を示し第三者に説明しやすいよう

にする。 

(2) インプット・アウトプット条件を添付する。（計算書自体

は参考資料に示す） 

(3) 必要に応じて説明図・集計表等を用いて簡明に記述する。 

 

 

・計算式、流速係数などを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・その他の損失の種類ごとに、計算式、損失係数等を示す。 

 

第 ５ 章 水理計算 

（例）   パイプライン組織が利用計画のいかなる条件のもとにおいても、計画最大流量までの用水量を安全確実に通水し

うるように、パイプラインの通水断面を検討し、パイプライン組織の機能を十分に果たせるように検討を行う。 

 

 

 

 

 5.1定常時の水理計算 

5.1.1計算手法、計算式及び条件 

(1)摩擦損失 

（例）      パイプラインの摩擦損失水頭は、ヘーゼン・ウイリアムス(Hazen-Williams)公式を用いて計算する。 

(設計基準『パイプライン』P○○) 

              

hf＝10.67Ｃ-1.85・Ｄ-1.85・Ｑ1.85・Ｌ 

 ここに、 

   hf：摩擦損失水頭(m) 

    C：流速係数（設計基準『パイプライン』P○○） 

    D：パイプラインの管径(m) 

    Ｑ：設計流速（m3/s） 

  L：損失水頭を求める区間の延長(m) 
 

(2)その他の損失 

（例）   ○○損失水頭 

   ○○による損失水頭は、○○公式を用いて計算する。(設計基準『パイプライン』P○○) 

     

   [計算式を記入] 

表-○.○ ○○損失係数一覧表 

管径 D(mm) ○○○ ○○○ ○○○ ……… 備考 

○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ………  
 



Ⅱ－１７１ 

工 種 パイプライン   

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

5.1.2計算結果 

(1)計画最大流量時の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)最多頻度流量時の計算 

 

 

 

(3)最小流量時の計算 

 

 

 

(4)暫定流量時の計算 

 

・施設計画上の最低動水位の計算結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・制御施設検討等に必要な場合に計算し結果を示す。 

 

 

 

・施設検討等に必要な場合に計算し結果を示す。 

 

 

 

・施設検討等に必要な場合に計算し結果を示す。 

5.1.2計算結果 

(1)計画最大流量時の計算   
（例） 

(2)最多頻度流量時の計算 

（例） 
 

         計画最大流量時の水理計算書（○/○）   静水位：○○吐水槽 H.W.L=580.600m 

 単距離 地盤高 管中心高 管長 流量 管径 流速 動水 流速 速度 摩擦損 その他損失水頭(m) 全損失 ｴﾈﾙｷﾞｰ 動水位 動水頭 静水圧 水撃圧 設計内圧 

測点 Lh 

 

(m) 

GL 

 

(m) 

FH 

 

(m) 

SL 

 

(m) 

Q 

 

(㍑/s) 

D 

 

(mm) 

係数 

Ｃ 

勾配 

I 

(o/oo) 

V 

 

(m/s) 

水頭 

hv 

(m/s) 

失水頭 

hf 

(m) 

湾曲 
損失係数 

fb 

バルブ 
損失係数 

fv 

直角分流 

損失係数 

fβ 

損失係数 

計 Σf 

その他損失

水頭計 

Σhc 

水 頭 

 

h(m) 

標 高 

 

EL(m) 

WLm 

 

(m) 

hm 

 

(m) 

Ps 

 
(MPa) 

Pi 

 
(MPa) 

Pp 

 
(MPa) 

IP.161 25.776 477.20 475.533 25.874 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.097 0.022   0.022 0.003 0.100 562.909 562.779 87.146 1.03 0.41 1.44 

IP.162 9.000 478.01 476.402 9.033 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.033 0.043   0.043 0.006 0.039 562.870 562.740 86.338 1.02 0.41 1.43 

lP.163 7.583 478.71 477.050 7.611 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.028 0.049   0.049 0.006 0.034 562.836 562.706 85.656 1.02 0.41 1.42 

IP.164 16.810 480.32 478.625 16.884 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.061 0.049   0.049 0.006 0.067 562.769 562.639 84.014 1.00 0.40 1.40 

IP.165 9.957 481.43 479.557 10.001 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.036 0.049   0.049 0.006 0.042 562.727 562.597 83.040 0.99 0.40 1.39 

IP.166 12.607 482.38 480.738 12.662 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.046 0.049   0.049 0.006 0.052 562.675 562.545 81.807 0.98 0.39 1.37 

IP.167 9.200 483.16 481.600 9.240 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.033 0.016   0.016 0.002 0.035 562.640 562.510 80.910 0.97 0.39 1.36 

IP.168 8.812 484.11 482.313 8.841 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.032 0.022   0.022 0.003 0.035 562.605 562.475 80.162 0.96 0.39 1.35 

IP.169 12.355 485.14 483.313 12.395 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.045 0.043   0.043 0.006 0.051 562.554 562.424 79.111 0.95 0.38 1.33 

IP.170 17.148 486.24 484.700 17.204 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.062 0.022   0.022 0.003 0.065 562.489 562.359 77.659 0.94 0.38 1.32 

lP.171 10.400 486.77 485.225 10.413 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.038 0.059   0.059 0.008 0.046 562.443 562.313 77.088 0.93 0.37 1.31 

IP.172 10.811 487.34 485.771 10.825 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.039 0.016   0.016 0.002 0.041 562.402 562.272 76.501 0.93 0.37 1.30 

IP.173 9.566 487.95 485.254 9.578 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.035 0.016   0.016 0.002 0.037 562.365 562.235 75.981 0.92 0.37 1.29 

IP.174 7.866 488.46 486.651 7.876 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.029 0.043   0.043 0.006 0.035 562.330 562.200 75.549 0.92 0.37 1.29 

IP.175 11.866 489.01 487.250 11.881 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.043 0.006   0.006 0.001 0.044 562.286 562.156 74.906 0.92 0.37 1.28 

IP.176 13.065 489.69 488.092 13.092 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.047 0.O16   0.016 0.002 0.049 562.237 562.107 74.015 0.91 0.36 1.27 

IP.177 13.032 490.51 488.933 13.059 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.047 0.006   0.006 0.001 0.048 562.189 562.059 73.126 0.90 0.36 1.26 

IP.178 11.128 491.22 489.650 11.151 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.040 0.016   0.O16 0.002 0.042 562.147 562.017 72.367 0.89 0.36 1.25 

lP.179 31.258 493.10 491.368 31.305 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.113 0.006   0.006 0.001 0.114 562.033 561.903 70.535 0.87 0.35 1.22 

IP.180 12.402 493.72 492.050 12.421 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.045 0.006   0.006 0.001 0.046 561.987 561.857 69.807 0.87 0.35 1.22 

IP.181 25.282 495.22 493.703 25.336 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.092 0.016   0.016 0.002 0.094 561.893 561.763 68.060 0.85 0.34 1.19 

IP.182 16.007 496.41 494.750 16.041 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.058 0.006   0.006 0.001 0.059 561.834 561.704 66.954 0.84 0.34 1.18 

IP.183 14.343 496.80 495.275 14.353 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.052 0.006   0.006 0.001 0.053 551.781 561.651 66.376 0.84 0.34 1.18 

No67+80 10.268 497.20 495.650 10.275 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.037 0.006   0.006 0.001 0.038 561.743 561.613 65.963 0.83 0.34 1.18 

IP.184 19.650 498.95 497.401 19.728 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.071 0.016   0.016 0.002 0.073 561.570 561.540 64.139 0.82 0.34 1.16 

IP.185 8.963 499.76 498.200 8.999 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.033 0.043   0.043 0.006 0.039 561.631 561.501 63.301 0.81 0.34 1.15 

IP.186 35.058 502.02 500.395 35.127 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.127 0.016   0.O16 0.002 0.129 561.502 561.372 60.977 0.79 0.34 1.13 

IP.187 14.449 502.88 501.300 14.477 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.052 0.016   0.O16 0.002 0.054 561.448 561.318 60.018 0.78 0.34 1.12 

IP.188 11.429 503.38 501.445 11.430 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.041 0.006   0.006 0.001 0.042 561.406 561.276 59.831 0.78 0.34 1.12 

IP.69+0 30.451 503.73 501.830 30.453 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 O.110 0.006   0.006 0.001 0.111 561.295 561.165 59.335 0.77 0.34 1.12 

IP.189 16.540 503.06 501.030 15.659 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.060 0.016   0.016 0.002 0.062 561.233 561.103 60.073 0.78 0.34 1.12 

 

         最多頻度流量時の水理計算書（○/○）   静水位：○○吐水槽 H.W.L=580.600m 

 単距離 地盤高 管中心高 管長 流量 管径 流速 動水 流速 速度 摩擦損 その他損失水頭(m) 全損失 ｴﾈﾙｷﾞｰ 動水位 動水頭 静水圧 水撃圧 設計内圧 

測点 Lh 

 

(m) 

GL 

 

(m) 

FH 

 

(m) 

SL 

 

(m) 

Q 

 

(㍑/s) 

D 

 

(mm) 

係数 

Ｃ 

勾配 

I 

(o/oo) 

V 

 

(m/s) 

水頭 

hv 

(m/s) 

失水頭 

hf 

(m) 

湾曲 
損失係数 

fb 

バルブ 
損失係数 

fv 

直角分流 

損失係数 

fβ 

損失係数 

計 Σf 

その他損失

水頭計 

Σhc 

水 頭 

 

h(m) 

標 高 

 

EL(m) 

WLm 

 

(m) 

hm 

 

(m) 

Ps 

 
(MPa) 

Pi 

 
(MPa) 

Pp 

 
(MPa) 

IP.161 25.776 477.20 475.533 25.874 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.097 0.022   0.022 0.003 0.100 562.909 562.779 87.146 1.30 0.41 1.44 

IP.162 9.000 478.01 476.402 9.033 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.033 0.043   0.043 0.006 0.039 562.870 562.740 86.338 1.02 0.41 1.43 

IP.163 7.583 478.71 477.050 7.611 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.028 0.049   0.049 0.006 0.034 562.836 562.706 85.656 1.02 0.41 1.42 

IP.164 16.810 480.32 478.625 16.884 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.061 0.049   0.049 0.006 0.067 562.769 562.639 84.014 1.00 0.40 1.40 

IP.165 9.957 481.43 479.557 10.001 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.036 0.049   0.049 0.006 0.042 562.727 562.597 83.040 0.99 0.40 1.39 

IP.166 12.607 482.38 480.738 12.662 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.046 0.049   0.049 0.006 0.052 562.675 562.545 81.807 0.98 0.39 1.37 

IP.167 9.200 483.16 481.600 9.240 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.033 0.016   0.016 0.002 0.035 562.640 562.510 80.910 0.97 0.39 1.36 

IP.168 8.812 484.11 482.313 8.841 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.032 0.022   0.022 0.003 0.035 562.605 562.475 80.162 0.96 0.39 1.35 

IP.169 12.355 485.14 483.313 12.395 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.045 0.043   0.043 0.006 0.051 562.554 562.424 79.111 0.95 0.38 1.33 

IP.170 17.148 486.24 484.700 17.204 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.062 0.022   0.022 0.003 0.065 562.489 562.359 77.659 0.94 0.38 1.32 

lP.171 10.400 486.77 485.225 10.413 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.038 0.059   0.059 0.008 0.046 562.443 562.313 77.088 0.93 0.37 1.31 

IP.172 10.811 487.34 485.771 10.825 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.039 0.016   0.016 0.002 0.041 562.402 562.272 76.501 0.93 0.37 1.30 

IP.173 9.566 487.95 485.254 9.578 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.035 0.016   0.016 0.002 0.037 562.365 562.235 75.981 0.92 0.37 1.29 

IP.174 7.866 488.46 486.651 7.876 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.029 0.043   0.043 0.006 0.035 562.330 562.200 75.549 0.92 0.37 1.29 

IP.175 11.866 489.01 487.250 11.881 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.043 0.006   0.006 0.001 0.044 562.286 562.156 74.906 0.92 0.37 1.28 

IP.176 13.065 489.69 488.092 13.092 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.047 0.O16   0.016 0.002 0.049 562.237 562.107 74.015 0.91 0.36 1.27 

IP.177 13.032 490.51 488.933 13.059 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.047 0.006   0.006 0.001 0.048 562.189 562.059 73.126 0.90 0.36 1.26 

IP.178 11.128 491.22 489.650 11.151 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.040 0.016   0.O16 0.002 0.042 562.147 562.017 72.367 0.89 0.36 1.25 

lP.179 31.258 493.10 491.368 31.305 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.113 0.006   0.006 0.001 0.114 562.033 561.903 70.535 0.87 0.35 1.22 

IP.180 12.402 493.72 492.050 12.421 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.045 0.006   0.006 0.001 0.046 561.987 561.857 69.807 0.87 0.35 1.22 

IP.181 25.282 495.22 493.703 25.336 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.092 0.016   0.016 0.002 0.094 561.893 561.763 68.060 0.85 0.34 1.19 

IP.182 16.007 496.41 494.750 16.041 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.058 0.006   0.006 0.001 0.059 561.834 561.704 66.954 0.84 0.34 1.18 

IP.183 14.343 496.80 495.275 14.353 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.052 0.006   0.006 0.001 0.053 551.781 561.651 66.376 0.84 0.34 1.18 

No67+80 10.268 497.20 495.650 10.275 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.037 0.006   0.006 0.001 0.038 561.743 561.613 65.963 0.83 0.34 1.18 

IP.184 19.650 498.95 497.401 19.728 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.071 0.016   0.016 0.002 0.073 561.570 561.540 64.139 0.82 0.34 1.16 

IP.185 8.963 499.76 498.200 8.999 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.033 0.043   0.043 0.006 0.039 561.631 561.501 63.301 0.81 0.34 1.15 

IP.186 35.058 502.02 500.395 35.127 451.50 600 130 3.6215 1.597 0.130 0.127 0.016   0.O16 0.002 0.129 561.502 561.372 60.977 0.79 0.34 1.13 

 



Ⅱ－１７２ 

工 種 パイプライン   

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

 

(5)計算結果の評価 

 

・引継水位、分水工必要水位及び制御性等について評価し水理

縦断図を作成する。 

・水理縦断図は極力同一水路系統一連で作成することが望まし

い。 

・本業務により計画水理縦断と計算が異なる場合は、比較表を

作成のうえ理由を明記する。 

 

(5)計算結果の評価 

（例）   水理計算結果を下表に示す。表より終点での動水位は到達目標水位以上となる。 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図-○.○ 水理縦断図 

 

 

                    表-○.○ 分水工水位一覧表 

 

 

表-○.○ 計算結果表 

起点エネルギー標高

EL(m) 

区間全損失水頭

h(m) 

終点エネルギー標高

EL(m) 

終点動水位

WL(m) 

到達目標水位

WL(m) 

567.170 7.397 559.773 559.643 559.530 

分水工名称 計画引継水位(m) 設計引継水位(m) 余裕水頭(m) 備   考 

○○分水工 ○○.○○○ ○○.○○○ ○.○○○  

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

○○分水工 ○○.○○○ ○○.○○○ ○.○○○  
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5.2 水撃圧の検討 

5.2.1検討必要区間と推定方法 

(1)検討必要区間 

 

 

 

(2)検討区間 

 

 

(3)推定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2 水撃圧の推定結果と対策 

(1)許容内圧 

 

 

 

 

 

 

・パイプライン組織のユニット、水撃圧が発生するメカニズム

について述べる。 

 

 

 

・設計範囲における検討区間（ポンプ、バルブ等を含むユニッ

ト）の選定理由を記述する。 

 

・水撃圧の予測は、計算による方法を原則とする。（数理モデ

ルを用いる計算は別途検討される） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・管種、継手、附帯工等の許容内圧より決まる値を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

5.2水撃圧の検討 

5.2.1検討必要区間と推定方法 

(1)検討必要区間 

（例）   当該路線は、○号吐水槽を水源とする自然圧送方式のクローズドタイプのパイプラインであることから、全線に

おいて水撃圧に対する検討が必要である。 

 

(2)検討区間 

（例）   当該路線に計画した○号制水弁、および○号制水弁において検討を行う。 

 

(3)推定方法 

（例）  管路の水撃圧は、水撃圧の計算設計基準『パイプライン』P○○に準じて決定する。本地区の水撃圧は、原則とし

て計算による方法で求め、この結果について経験則による値との対比を行って、適切に水撃圧を予測する。 

 

計算法による水撃圧 計算法による水撃圧は添付資料 P○○に示す。 

 

検討結果 

                         (単位:MPa） 

 経験測値 計算値 備考 

○号制水弁 ○○ ○○  

○号制水弁 ○○ ○○  

 

  以上の結果から水撃圧は計算から求めた値を使用する。 

 

5.2.2水撃圧の推定結果と対策 

（例）(1)許容内圧 

   管 種 FRPM(5種) ○.○○MPa        （○○協会基準 P○○) 

   継 手 T型     ○.○○MPa        （△△協会基準 P○○) 

   附帯工 分水工   ○.○○MPa        （□□協会基準 P○○) 

       空気弁   ○.○○MPa        （□□協会基準 P○○）    
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(2)対策の必要性の判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)対策案の検討 

 

 

 

5.3 サージングの検討 

 

 

5.4 その他の非定常時の検討 

 

 

・設計水圧と計算結果とを比較した判定結果を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・路線変更、強度の増加、制御方法の変更等検討した結果を記

述する。 

 

 

5.3、5.4は特殊な場合であり、通常は別途業務で検討され

るが、必要な場合は 5.2に準じて記述する。 

 

 (2)対策の必要性の判定 

（例）   水理計算の最終結果について整理する。 

 

     (単位:MPa） 

項 目 水撃圧 静水圧 合 計 許容内圧 判定 

管 種 ○○  ○○ ○○ ○○ OK 

継 手 ○○  ○○ ○○ ○○ OK 

附帯工 ○○  ○○ ○○ ○○ OK 

 

 

(3)対策案の検討 

（例）   管種、継手、制水弁等を設計内圧に対応する製品に変更して対応する。 

 

 

5.3サージングの検討 

（例） 該当なし 

 

5.4その他の非定常時の検討 

（例） 

(1)    No.○○.○○～No.○○.○○の区間の送配水方式でポンプ直送式を採用しているため、この区間

については揚水ポンプのキャビテーションによる水撃圧が発生する危険がある。従って、コン

ピュータによる解析を行って、水撃圧を求めることとする。（添付資料 P○○) 

(2)   検討の結果、水撃圧は○MPa となった.先に求めた設計内圧にこの値を加えて再度検討した結果、

判定は「OK」となった。 

   (単位:MPa） 

項 目 設計内圧 許容内圧 判定 

管 種 ○○ ○○ OK 

継 手 ○○ ○○ OK 

附帯工 ○○ ○○ OK 

 

 

 


